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　12月定例会最終日（令和７年１月９日）に、議員提出議案と
して次の意見書が提出され、審議の結果、全会一致で原案可決
し、内閣総理大臣はじめ関係機関に送付しました。

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

　1979年、第34回国連総会において、女子に対するあらゆる
形態の差別の撤廃に関する条約（以下「条約」という。）が採
択されており、現在、日本を含む189か国が条約締約国となっ
ている。
　1999年には、第54回国連総会において、この条約の実効性
を高めるために個人通報制度と調査制度を認めた条約の選択議
定書が採択され、2000年に発効している。現在、条約締約国
189か国のうち115か国が選択議定書を批准しているが、日本
はまだこれを批准していない。
　選択議定書の個人通報制度とは、条約で保障された女性の権
利を侵害され、国内の救済手続きを尽くした後、個人又は集団
が国連の女性差別撤廃委員会に直接通報し、この通報を委員会
が審議して見解を出すもので、この見解は法的な拘束力を持つ
ものではないが国際的にも国内的にもその影響は小さくない。
そのため、選択議定書の批准により、国際的な人権基準に基づ
いて、女性の人権侵害の救済と人権保障の強化ができる。
　これに対して、政府は「個人通報制度の受入れに当たっては、
我が国の司法制度や立法政策との関連での問題の有無及び個人
通報制度を受け入れる場合の実施体制等の検討課題があると認
識している」としつつも、第５次男女共同参画基本計画におい
て「選択議定書については、諸課題の整理を含め、早期締結に
ついて真剣な検討を進める」としている。
　2024年６月、世界経済フォーラムが発表した世界各国の男女
平等の度合いを示す「ジェンダー・ギャップ指数2024」におい
て、日本は146か国中118位と低い状況である。また、同年10
月、国連の女性差別撤廃委員会は、日本政府に対して、選択議
定書の批准を重ねて勧告している。
　このような中、男女平等社会の実現に向けた更なる取組が
急務となっており、選択議定書の批准は、
こうした現状を変える大きな一歩になる。
　よって、国においては、我が国の司法
制度や立法政策との関連課題が早急に解
決されるよう環境整備を進め、条約の実
効性を高めるために選択議定書を速やか
に批准すことを 強く要望する。
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